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異なる二種類の視覚探索中の脳活動を functiona1 magnetic resonance imaging (fMRI) 1 を用いて計測・比較し、内
的情報と外的情報に対する注意の構えとそれに関連する脳内機構を明らかにすることを目的とした。
[方法ならびに結果]














実験 2MRI 手続き:探索課題中の脳活動を1.5 T のfMRI を用いて測定した。 MR 画像の空間解像度は 4X4 mm と
















まで明らかになっていなかった外的情報と内的情報の相互作用と注意制御機構の関係を functional MRI による脳活
動計測と心理学的手法を用いることによって明らかにした。右頭頂間溝領域が外的情報への注意に強く関わっている
という知見は、視覚的注意の制御過程の解明のみならず、人間がより適応的に行動するための視覚情報処理過程全般
の理解にとっても大きな手がかりとなるものであり、学位授与に値するものであると考える。
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